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科学技術関連 幸 に 伴う企業の反応、 とその 

0 鎌田尚 也 ，杉原太郎，井川康夫 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

の 発達で、 先進的な技術が 普段の生活に 取り入 

れられ、 科学によって 今まで分からなかったことが 明らか 

になり、 私たちは多くの ， 牡 志田受けてきた。 しかし、 それ 

によって社会の 中で科学技術に 関連したリスクイベント 

、 リスクにさらされているという 報告 ) 

ることも事実であ る。 具体的には、 遺 

所沢ダイオキシン 問 
といった事例が 挙げ 

例 でほ主に。 リスクイベントについでの 情報の送り手 ( 科 

学者や 関 ) と ， 清 報の受け手Ⅰ 般 市民 ) 双方の問 
点が指摘されている [ 畷 2]" 情報の送り 

言えず、 両者をとりまく 社会的な状況も 視野に含めた 包括 
的な理論の必要性が 考えられる よう @.yi@- なってきた② " 既に 
リスクイベントが 起こった場合の 社会的影響についてほ 、 

」や「 風言鴻 残害」という 
ているが。 本稿ではリスクイベント @ こ よる社 

会的影響が連鎖的に 引き起こされると 仮定し。 そのプロセ 

スの定量的な 分析を試みる。 本来であ れば、 リスクイベン 

トによる社会的影響が 顕著に表れる 一般市民に注目すべき 

であ るが、 本木 % 分となるデータが 豊富に存在しな L 、 そこで、 

分析対象として 新聞報道に注目し。 一般市民に配慮した 行 

動を取らざるを 得ない企業 ( 生産者 ) の動きを取り 上げる。 

分析の枠組みとして 

県東海村で起きたぼ 0 

をケーススタディーとして 扱 う 。 この分析がリスクイベン 

ト発生時の社会的影響を 捉える新い 陣召丑 みの提案にっ な 
がると考えている。 

定 の人や地域に 経済的な悪影響を 与えること」 鱒 
は 「あ る事件。 事故。 環境汚染。 災害が大々的に 報道さ 

ること @ こ よって、 本来下安全土とされる 食品。 。 商品。 。 土 

をやめることによって 引き 

趣 こされる経済的被害 た 研究が存在している。 本 

して用いられてきた 言葉 
った タンカー「ナホトカ 号 」 

われるよ う になっている。 

レ イ ㌔が起こりたとき㌃ 二 

とについては 言及して 

いるが。 波及していくプロセスそのものについてほ 言及さ 

れていない。 

報道などによって 増幅され、 その影響が波紋のように 広が 

つていく。 この概念は 、 特に恐ろしさを 連想させるような 

暗示的で ァ 象徴的な言葉によって 引き起こされる 事に言及し 

ている。 原子力エネルギ 一に対しては「キノコ 雲 」、 ゴミ 処 

ぬ 設に対しては「ゴミの 山 」という具合であ る 圏囹 。 リ 

スクの社会的増幅は、 リスクイベント 発生時の社会的な 影 

響として、 リスクイベントから 連想される様々な 出来事を 
引き起こす事について 的に述べているが、 社会的影響 

が周辺へ連鎖的に 波及していくことの 定量的な検討につい 

てほ言及していなし㌔ 

があ る。 本稿を含め したものが 表エ であ 

る 。 本稿はこれらの いた部分に着眼 し、 

こ 定義がはっきりしていない 

、 あ るいは実際よりも 誇張さ 

れた出来事がメディアを 通じてお落伍することによって、 特 

ヵ ベ 
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リスタが低く 安全であ 

不買 D に至ってしまう 

ほうが影響を 受けやすいだろう ) 、 リスクイベントが 起こっ 

てからどの程度時間が ，経過しているかという 時間的な 
であ る。 

 
 

  

巌事 総数 370i 毛 、 狂牛病㊤ 

ころであ るが、 定量分析に耐えうるだけ 

一タは 存在しない。 そこで本研究では。 

常に意識しなければならない 企業 ( 生産者 ) の動きに注目 

たが。 狂 牛病の影響を 受け。 他国産の牛原料へ 切り替え。 
牛 以外への原料の 切り替え、 製品の製造中止を 行った企業 
を 記事より抽出した。 その中で。 

企業と食品以覚の 製品を製造。 販 

と 共に記事で取り 上 @ 

%0 での臨界事故。 狂 牛病㊤ 
として取り上げているが。 これらのリスクイベント @ こおい 

ることを実証するため、 

  
同   
@" ノ 

スウ 

簗
 
魑
 
類
 

恩
 

図 2. ぞ 0 臨界事故における 鰍 
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図 2 、 図 3 にそれぞれ 

場合、 リスクイベントにより 5l き 起こ 
された現象として「 ん 0 工場周辺の危険視』、 「農作 @ の慎 
重 な取引」。 「水産物 
おいては。 M の事故 ゴ 

水産物への影響」と 

る 。 つまり、 事故 か 

く 。 結果として類似 度 ( 想起されるイメー 
いと考えれ図中の「安全」の 線引きにつ 

かった」と報道されていたことを 

めであ る。 なお、 レトルト食品など 一部食品には 牛 そのも 

のを想起させるものが 存在するが、 ここではそれらについ 

てほあ まり考慮せず「加工食品」という 括り一般で見た 場 
合の類似度を 採用 

該 委員会では、 過去の事例から 異常プリオンの 感染 価 を算 

幽しており。 危険部位のみで 全感染 価 の 銭 74% をカバーし 

ていることを 明ら羽こしているため、 

生肉の間に安全の 線号 l きを行った 

  

  

  
  

i0 月Ⅱ 月 i2 月 l 月 立男 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
弗悶簗遇 

㈹ 月 Ⅱ 月 ㌍ 月 i 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
時間経 過 

図 5. だ 0 臨界事故における 食品被害に関する 記事数の推移 

事故における 食品被害を報道し 
図 4 と図 5 の比較によって 

か つ ねこれは 籠 0 の 鱒 

月 2 日 ) という早い段階 

が 。 これは事故発生 @ 年が経過した 後の 

なった本件においては、 周 

生後に企業が 国内産 牛 成分 使 
不 した。 この図での注目すべき 

点 よして企業数のピークに 向けた最初の 立ち上がりの 時点 

ゆ月 15 日の週から 9 月 23 日の週にかけ⑨での 食品覚の報 

道のされ方が 食品のそれと 比較すると緩やかに 立ち上がっ 

外の間での 

ピークに向けた 食品覚の立ち 上がりの遅れは、 図 J " 。 で示 
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したよう @ こ 特定部位力もらの 起されにくいという 認知 

の 違いにより、 時間的遅れが 発生した 

ほ 、 あ る行為を ト リガ 一 として別の行 

ちるまでに生じるはずのタイムディレイであ る 

訳を見ると。 医薬品、 
であ る。 日本で初めて 

れる。 

狂 牛病㊧ 双 ) 問熱 こおいて " 

示された要因として。 全国規模 

で終わらずに 何度も発生したこと。 それに伴って 企業の対 
応が長期的に 及んだこと。 牛 由来製品を代替品に 変更する 
際に生じる コス 

から 工ケ 月以上 

られる可能津を 示しまも 

ことが考えられよ う 。 

さらに。 現在は定量的な 部分に注目しているため、 報道 

量 に大きな影響を 与える田菜事の 有無など定性的な 分 梼に 

    
@@@ %@ 辞去寒中 ぼ @i ニ ㏄ ロ @1 ピ @ 図 畦 @l@@ @ 田 @ 宮 @@@ な 口 @@- @ ㏄ エヰ @@ @ 粟 田 @f こ @ てニ む @ l@@ 二年一 四二 @ 申 ミ -@.@.j- 口 へ畔 -   

    
C - ウ   

湧 間接 冠 

図 6. 企業における 国内産 牛 成分使用中止の 拐 ぬて 

関して 甘づケ に横言 勒 まできていなⅤ㌔ 今後何かしらのイベン 

後はどの記事をデータとして 扱 う のか。 

い 03 原子力安全委員会クラン 加 T 工 

一 255 一 


